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高度成長期、ビルの建設にかつてない新しい形が求められた時代に、究極の答えとして
誕生した「霞が関ビルディング」。2018年4月12日、竣工から50周年を迎えた「霞が関
ビルディング」は、次の100周年に向かって歩み続ける。 

Japan’s first skyscraper

3つの思想
高さ147メートル・36階建ての霞が関ビルディングは、
日本初の超高層ビルとして、三井不動産グループの

ビルディング事業に対する3つの思想を体現する。 

01
大都市における人間性の回復
ビルを高層化することで生まれる地上のスペースに、

緑や人々の憩いの場を確保し、「大都市における人間

性の回復」の実現を目指す―壮大なテーマを掲げ、

霞が関ビルディングの建設計画は始まった。結果的に、

広大な敷地に約70％（約1万㎡）もの緑の広場を確保
することが可能となった。いたずらに高さを競うのでは

なく、高さによってもたらされる美しく潤いのある都市

環境を創造することをテーマとして掲げ、実現するこ

とに成功したのである。 

02
“街”としての経年優化

年月が経つにつれ、老い古びていく「経年劣化」は自然

の摂理。 それに対して三井不動産グループは、企業思
想として、建物のアップデートはもちろんのこと、時が

経つにつれ地域も含めたコミュニティを成熟させ、街ご

と価値を高め、より一層の向上を目指す「経年優化」と

いう考え方を大切にしてきた。 総床面積5万坪を超え
る広さの中に、約8,000人が働く霞が関ビルディング
の誕生は、周辺の地に一つの“街”を作り、共にその価

値を高めてきたといっても過言ではないだろう。 

03
ミクストユースという概念

霞が関ビルディングは、計画から今に至るまで、常に

人々に望まれる新しい考え方や試みを実践してきた。

その一つがミクストユース（複合用途型） で、建物内に
病院、郵便局などの公共施設が入り、ビル自体に街の

機能を混在させる概念が初めて取り入れられた。 
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霞が関ビルディングをキャンバスに、色彩豊かな
幾何学模様を映し出す光のアート。アートテクノ
ロジーカンパニー「PDC」がプロデュース。 

デジタル掛け軸

霞が関ビルディングのワーカーの皆様に、こ
れまでの感謝と、これからのさらなる発展を
祈念して、50周年記念モニュメントを制作。
巨大ボードに花（造花）を挿し、霞がたなびく
模様が描き出された。 

モニュメント作成

「霞テラス」で、デジタル掛け軸を見ながら
飲食を楽しむイベントを実施。

KASUMI NIGHT TERRACE

竣工50周年記念イベント 
霞が関ビルディングでは、当ビルや周辺エリア
で働く人々が、オフィスライフを一層楽しむこと
ができるよう、竣工50周年記念イベントを竣工
日である4月12日から5月31日まで実施した。 

霞が関ビルディング50年の進化 
1962年（昭和37年）
霞が関ビルディング
計画スタート 

1988年（昭和63年） 1998年（平成10年） 2008年（平成20年） 2018年（平成30年）1978年（昭和53年）1968年4月12日（昭和43年）
地上36階、高さ147ｍ 
日本初の超高層ビル竣工 周年10 周年20 周年30 周年40 周年50

1991～1994年 
基準階改修
専有部：システム天井化等 
共用部：EVホール、トイレ、廊下等 

2004～2007年
基準階改修
共用部：EVホール、トイレ、廊下

2006～2009年
外構、商業施設の整備

2016年
車寄せ・広場・商業エントランス

2006年
既存遡及改修

第1次リニューアル
（1989～1994年） 

1989～1994年 
設備更新：空調設備を中心とした改修 

防災設備一部改修 
外装改修Ⅰ：カーテンウォールシール材更新 

1999～2001年
低層部改修
1階・2階：ロビー天井・床・回転扉
1999～2000年
外装改修Ⅱ：塗装

第2次リニューアル
（1999～2007年） 

第4次リニューアル
（2015～2016年） 

第3次リニューアル
（2006～2009年） 

2015年～
サービスセンター
2015年
霞ダイニング

1964年（昭和39年）
東京オリンピック開催 

1972年（昭和47年）
札幌オリンピック開催 

1979年（昭和54年）
第二次オイルショック

1972年（昭和47年）
日本初のウインドウアート

1970年（昭和45年）
大阪万博開催 

1973年（昭和48年）
オイルショック 

1983年（昭和58年）
インターネット誕生  

1987年（昭和62年）
JR発足

2008年（平成20年）
リーマンショック 

1993年（平成5年）
Jリーグ開幕

2003年（平成15年）
地上波デジタル放送開始 

1978年（昭和53年）
成田国際空港開港 

2002年（平成14年）
日韓ワールドカップ開催

Anniversary Event


